








表　
　
　
　

彰

　

小
池　

美
樹
恵

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

向
井　

め
ぐ
み

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

寺
澤　

亜
樹
子

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

竹
内　

芳
子

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

関
根　

麻
衣
子　

（
す
こ
や
か
園
）

勤
続
七
年

　

杉
谷　

り
つ
子　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

福
井　

麻
衣
子　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

須
藤　

勇
輝　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

岡
本　

千
秋　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）
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伊
藤　

美
晴　
　
　

（
あ
け
ぼ
の
園
）
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峯
本　

敦
史　
　
　

（
精
陽
学
園
）

堀　

裕
質
歌　
　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）
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勝
山　

靖
史　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

中
川　

淑
子　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

青
木　

智
矢　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）
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毎
年
、
法
人
内
外
で
多
く
の
職
員

が
表
彰
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
も
四
月
三
日
に
法

人
永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
法
人
も
少
し
ず
つ
勤
続
年

数
の
長
い
職
員
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
法
人
と
し
て
業
務
の
改

善
や
職
場
環
境
を
整
え
、
一
人
で
も

多
く
の
職
員
が
や
り
が
い
を
持
ち
、

長
く
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

勤
続
十
五
年

　

堀　

裕
質
歌　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

江
口　

美
香
子　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

　

中
島　

奈
緒　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

佐
藤　

正
子

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

勤
続
十
年

　

渡
部　

美
代
子　

（
法
人
本
部
）

　

福
西　

直
美　
　

（
精
陽
学
園
）

　

諏
訪　

操　
　
　

（
精
陽
学
園
）

　

尾
羽　

瑛
伍　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）
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勝
山　

靖
史　
　
　

（
ソ
ー
レ
平
塚
）

島
田　

哲

（
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

寄　
　
　
　

付

　

次
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

渡
辺　

敏
郎　
　

様

　

森　

規
澄　
　
　

様

　

大
石　

哲　
　
　

様

　

中
村　

伸
二　
　

様

　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

�è

各
施
設
へ
ご
寄
付
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機

関
誌
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。



平
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至
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事
業
報
告

し
ま
し
た
。
五
月
に
パ
ー
ト
職
員
を
雇

用
し
た
こ
と
に
よ
り
職
員
配
置
加
算
と

看
護
師
配
置
加
算
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
増
収
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
タ

イ
ム
ケ
ア
事
業
は
近
年
、
登
録
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
欠
席
者
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
昨
年
度
よ
り

利
用
者
数
は
増
え
ま
し
た
。
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
平
塚
市
よ
り
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
期
間
延
長
が
な
さ
れ
た
こ
と
、

利
用
者
の
死
去
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の

移
行
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

作
成
件
数
は
昨
年
度
に
比
べ
て
や
や
減

少
し
ま
し
た
。

　

精
陽
学
園
は
、
昨
年
度
に
比
べ
平
均

在
籍
人
数
が
目
標
と
し
て
い
た
五
十
名

に
届
か
な
い
状
況
（
四
十
九
名
）
で
し

た
。
こ
れ
は
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市
と
の
定
員
協
定
の
枠
の
調
整
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
、
家
庭
か

ら
長
期
利
用
の
希
望
者
が
い
な
か
っ
た

こ
と
、
入
所
候
補
者
は
幼
児
が
多
く
、

年
齢
的
、
体
力
的
に
移
行
が
難
し
か
っ

た
こ
と
、
入
所
児
童
は
男
児
が
多
く
、

新
規
で
男
児
を
受
け
る
こ
と
は
居
室
の

関
係
で
難
し
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
定

員
の
空
き
を
埋
め
ら
れ
ず
減
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

ソ
ー
レ
平
塚
に
お
い
て
は
、
体
調
不

報
共
有
サ
ー
ビ
ス
（
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
）
の
利
用
を
開
始
し
、
ど
ち
ら
の
事

業
所
に
い
て
も
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
ー
レ
平
塚
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
と
す
こ
や
か
園
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
支
援
専
門
員
が
定
期
的
に
集
ま

り
情
報
共
有
を
図
り
、
相
談
支
援
事
業

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
四
）
防
犯
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

当
法
人
で
は
、
年
度
当
初
の
事
業
計

画
に
示
し
て
あ
る
法
人
の
基
本
理
念
を

念
頭
に
利
用
児
者
の
安
心
と
安
全
を
守

り
、
療
育
や
支
援
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
各
施
設
の
実
情
に

合
わ
せ
て
防
犯
設
備
を
導
入
し
、
防
犯

備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
然

に
犯
罪
や
災
害
か
ら
利
用
児
者
を
守
れ

る
よ
う
防
犯
講
習
会
や
防
災
研
修
会
を

開
催
、
も
し
く
は
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。

（
五
）
設
備
改
修
・
改
善
に
つ
い
て

　

各
施
設
と
も
経
年
劣
化
に
伴
う
建
物

や
設
備
の
補
修
工
事
や
交
換
が
増
え
て

お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
は
、
あ
け
ぼ

の
園
と
精
陽
学
園
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
設
計
事
務
所
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま

し
た
が
、
精
陽
学
園
の
建
て
替
え
に
あ

た
り
、
都
市
計
画
法
や
市
の
条
例
に
よ

る
制
約
、
施
工
方
法
、
工
期
、
建
設
費

の
問
題
等
が
出
て
き
た
た
め
、
今
後
も

継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

良
に
よ
る
入
院
は
昨
年
度
に
比
べ
て
延

べ
件
数
、
延
べ
人
数
と
も
三
割
に
減
少

し
、
平
均
入
所
者
数
は
昨
年
度
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
職
員
の
退
職
に
よ
り
九

月
か
ら
夜
間
の
職
員
配
置
体
制
に
お
い

て
準
夜
勤
務
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が

で
き
ず
夜
間
職
員
配
置
加
算
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
大
き
く
減
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
二
）
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

職
員
採
用
に
お
い
て
は
、
年
度
途
中

で
の
欠
員
（
保
育
士
、
生
活
支
援
員
、

看
護
師
）
補
充
が
で
き
な
い
状
態
が
一

部
の
施
設
で
続
き
、
療
育
・
支
援
、
収

入
等
に
支
障
が
出
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
求
人
、
派
遣
、

人
材
紹
介
等
を
活
用
し
て
募
集
し
て
い

ま
す
が
良
い
人
材
が
見
つ
か
ら
ず
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
三
）
相
談
支
援
に
つ
い
て

　

計
画
相
談
支
援
に
つ
い
て
は
、
年
々

相
談
件
数
が
増
え
、
か
つ
相
談
内
容
も

多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
相
談
支
援
専
門
員

の
質
を
向
上
さ
せ
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
等
、
他
事
業
所
等
と
の
連

携
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
年
度
当
初
に
す
こ
や
か
園
の

常
勤
相
談
支
援
専
門
員
を
一
名
増
員
し
、

九
月
か
ら
す
こ
や
か
園
の
相
談
支
援
専

門
員
を
あ
け
ぼ
の
園
と
兼
務
と
し
、
併

せ
て
す
こ
や
か
園
と
あ
け
ぼ
の
園
に
お

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情

（
一
）
概
況

　

あ
け
ぼ
の
園
は
、
出
席
率
は
当
初
の

見
込
み
よ
り
や
や
減
り
ま
し
た
が
、
日

中
一
時
支
援
の
利
用
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
安
定
し
た
経
営
を
考
え
る
と

児
童
発
達
支
援
の
利
用
者
数
が
こ
こ
数

年
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
今
後
は
い

か
に
利
用
者
数
を
増
や
し
て
い
く
の
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
こ
や
か
園
の
児
童
発
達
支
援
事
業

は
、
グ
ル
ー
プ
編
成
を
見
直
し
登
園
日

を
増
や
し
た
こ
と
や
昨
年
度
に
見
学
対

応
の
日
数
を
増
や
し
た
こ
と
で
年
度
当

初
か
ら
、
利
用
可
能
枠
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
入
は
昨
年
度

よ
り
増
収
し
ま
し
た
。
す
こ
や
か
園
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
規
利
用
者

が
二
名
増
加
し
、
昨
年
度
に
比
べ
て
延

べ
利
用
者
数
が
百
三
十
二
名
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
件
数
が
増

加
し
、
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
に
比
べ
延

べ
利
用
人
数
は
解
約
者
が
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
減
少
し
ま
し
た
。
療
育
園
の

児
童
発
達
支
援
は
、
利
用
者
が
一
名
増

え
、
延
べ
利
用
日
数
が
増
加
し
た
も
の

の
生
活
介
護
の
延
べ
利
用
人
数
は
減
少
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※

詳
細
は
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第一号第一様式 第二号第一様式

(単位:円) (単位:円)

児童福祉事業収入 197,582,024 201,866,991 △ 4,284,967 児童福祉事業収益 201,866,991 200,673,015 1,193,976

障害福祉サービス等事業収入 724,047,189 722,463,576 1,583,613 障害福祉サービス等事業収益 722,463,576 716,656,651 5,806,925

借入金利息補助金収入 328,900 328,900 0 経常経費寄附金収益 1,041,037 975,871 65,166

経常経費寄附金収入 974,400 1,041,037 △ 66,637 その他の収益 65,570 42,500 23,070

受取利息配当金収入 38,393 33,856 4,537 サービス活動収益計(1) 925,437,174 918,348,037 7,089,137

その他の収入 7,211,306 7,510,720 △ 299,414 人件費 709,690,329 692,370,370 17,319,959

事業活動収入計(1) 930,182,212 933,245,080 △ 3,062,868 事業費 98,788,197 94,391,712 4,396,485

人件費支出 703,106,972 703,800,607 △ 693,635 事務費 110,054,442 123,885,793 △ 13,831,351

事業費支出 99,597,906 98,788,197 809,709 減価償却費 43,512,936 47,209,876 △ 3,696,940

事務費支出 111,861,244 110,054,442 1,806,802 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 28,654,449 △ 31,911,555 3,257,106

支払利息支出 447,700 447,700 0 国庫補助金等特別積立金積立額 12,725,000 13,145,000 △ 420,000

その他の支出 5,596,280 5,642,510 △ 46,230 サービス活動費用計(2) 946,116,455 939,091,196 7,025,259

事業活動支出計(2) 920,610,102 918,733,456 1,876,646 △ 20,679,281 △ 20,743,159 63,878

9,572,110 14,511,624 △ 4,939,514 借入金利息補助金収益 328,900 657,800 △ 328,900

施設整備等補助金収入 12,687,054 12,725,000 △ 37,946 受取利息配当金収益 33,856 73,064 △ 39,208

施設整備等寄附金収入 500,000 500,000 0 その他のサービス活動外収益 7,445,150 6,217,216 1,227,934

固定資産売却収入 1,000 1,000 0

サービス活動外収益計(4) 7,807,906 6,948,080 859,826

施設整備等収入計(4) 13,188,054 13,226,000 △ 37,946 支払利息 447,700 776,600 △ 328,900

設備資金借入金元金償還支出 14,800,000 14,800,000 0 その他のサービス活動外費用 5,642,510 5,447,421 195,089

固定資産取得支出 12,194,008 12,129,208 64,800

サービス活動外費用計(5) 6,090,210 6,224,021 △ 133,811

施設整備等支出計(5) 26,994,008 26,929,208 64,800 1,717,696 724,059 993,637

△ 13,805,954 △ 13,703,208 △ 102,746 △ 18,961,585 △ 20,019,100 1,057,515

積立資産取崩収入 16,096,090 16,142,730 △ 46,640 施設整備等補助金収益 12,725,000 13,145,000 △ 420,000

その他の活動による収入 27,800 △ 27,800 施設整備等寄附金収益 500,000 500,000 0

固定資産売却益 1,000 30,000 △ 29,000

特別収益計(8) 13,226,000 13,675,000 △ 449,000

その他の活動収入計(7) 16,096,090 16,170,530 △ 74,440 基本金組入額 500,000 500,000 0

積立資産支出 16,103,200 16,101,200 2,000 固定資産売却損･処分損 15 7 8

その他の活動による支出 686,400 686,400 0

特別費用計(9) 500,015 500,007 8

12,725,985 13,174,993 △ 449,008

その他の活動支出計(8) 16,789,600 16,787,600 2,000 当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △ 6,235,600 △ 6,844,107 608,507

△ 693,510 △ 617,070 △ 76,440 前期繰越活動増減差額(12) 266,466,383 280,210,490 △ 13,744,107

予備費支出(10) 260,230,783 273,366,383 △ 13,135,600

基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15) 12,800,000 13,400,000 △ 600,000

その他の積立金積立額(16) 7,000,000 20,300,000 △ 13,300,000

△ 4,927,354 191,346 △ 5,118,700

前期末支払資金残高(12) 202,036,961 202,036,961 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 197,109,607 202,228,307 △ 5,118,700 266,030,783 266,466,383 △ 435,600

第三号第一様式

(単位:円)

流動資産 276,279,631 263,318,401 12,961,230 流動負債 124,920,893 126,319,757 △ 1,398,864

現金預金 144,718,173 138,453,440 6,264,733 事業未払金 20,824,292 19,259,021 1,565,271

事業未収金 120,013,210 114,456,537 5,556,673 １年以内返済予定設備資金借入金 500,000 14,800,000 △ 14,300,000

未収金 189,356 309,202 △ 119,846 １年以内支払予定長期未払金 686,400 686,400 0

未収補助金 5,727,580 6,495,200 △ 767,620 未払費用 43,293,563 41,974,621 1,318,942

立替金 4,296,456 3,051,944 1,244,512 預り金 3,513 29,798 △ 26,285

前払金 802,538 394,518 408,020 職員預り金 9,914,956 0 9,914,956

前払費用 528,318 133,800 394,518 前受金 15,000 18,000 △ 3,000

仮払金 0 23,760 △ 23,760 賞与引当金 49,683,169 49,551,917 131,252

その他の流動資産 4,000 0 4,000

固定資産 1,183,353,475 1,215,035,318 △ 31,681,843 固定負債 77,659,100 73,315,800 4,343,300

 基本財産 646,183,004 675,886,745 △ 29,703,741 設備資金借入金 1,500,000 2,000,000 △ 500,000

土地 52,510,368 52,510,368 0 退職給付引当金 75,701,500 70,171,800 5,529,700

建物 593,672,636 623,376,377 △ 29,703,741 長期未払金 457,600 1,144,000 △ 686,400

 その他の固定資産 537,170,471 539,148,573 △ 1,978,102 202,579,993 199,635,557 2,944,436

土地 3,000,000 3,000,000 0

建物 1,425,360 1,815,590 △ 390,230 基本金 56,326,550 55,826,550 500,000

構築物 3,377,289 3,679,452 △ 302,163 第１号基本金 21,593,550 21,593,550 0

機械及び装置 1 1 0 第２号基本金 34,733,000 34,233,000 500,000

車輌運搬具 13,997,353 15,280,971 △ 1,283,618 国庫補助金等特別積立金 524,684,780 540,614,229 △ 15,929,449

器具及び備品 23,861,291 22,893,106 968,185 その他の積立金 410,011,000 415,811,000 △ 5,800,000

権利 1,951,098 1,957,764 △ 6,666 人件費積立金(措置) 8,000,000 13,000,000 △ 5,000,000

ソフトウェア 3,584,279 4,273,749 △ 689,470 施設・設備整備積立金(措置) 88,711,000 88,711,000 0

退職給付引当資産 75,701,500 70,171,800 5,529,700 人件費積立金 36,400,000 44,200,000 △ 7,800,000

人件費積立資産(措置) 8,000,000 13,000,000 △ 5,000,000 施設・設備整備積立金Ａ 202,600,000 195,600,000 7,000,000

施設・設備整備積立資産（措置） 88,711,000 88,711,000 0 施設・設備整備積立金Ｂ 38,300,000 38,300,000 0

人件費積立資産 36,400,000 44,200,000 △ 7,800,000 移行時特別積立金 36,000,000 36,000,000 0

施設・設備整備積立資産Ａ 202,600,000 195,600,000 7,000,000 次期繰越活動増減差額 266,030,783 266,466,383 △ 435,600

施設・設備整備積立資産Ｂ 38,300,000 38,300,000 0 (うち当期活動増減差額) △ 6,235,600 △ 6,844,107 608,507

移行時特別積立資産 36,000,000 36,000,000 0

リサイクル預託金 233,500 209,540 23,960

長期前払費用 27,800 55,600 △ 27,800 1,257,053,113 1,278,718,162 △ 21,665,049

1,459,633,106 1,478,353,719 △ 18,720,613 1,459,633,106 1,478,353,719 △ 18,720,613

負債の部合計

純資産の部

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

平成30年 3月31日現在

資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

経常増減差額(7)=(3)+(6)

法人単位貸借対照表
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特別増減差額(10)=(8)-(9)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
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越
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動
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差
額
の
部

―

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)
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サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)
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サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

法人単位資金収支計算書 法人単位事業活動計算書

(自)平成29年 4月 1日(至)平成30年 3月31日 (自)平成29年 4月 1日(至)平成30年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)


